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インターバンクの声 （2016 年 1 月 27 日） 
 

少なくとも今週前半のドル円相場は、米連邦公開市場委員会（FOMC）と日銀

金融政策決定会合が週後半に控えていることから大きな変化はないだろうと

高を括っていた。昨日の東京時間、仲値が発表される前後に１１８円を割れ

そうになった場面を我慢したので、その後はドルが買い戻されるだろうとの

シナリオを描いていた。しかし、その後もドルの上値は重く、日経平均株価

の下落にはどうにか耐えていたものの上海株の下落幅が拡大すると、今度は

たまらずドルの下げ足が速まった。１１７円中盤が近づき、このまま再び先

週の１１６円、１１５円台を目指すのかとも思われたが、まさかニューヨー

ク時間に向けて１１８円台後半まで反発するとは思わなかった。欧米市場に

入ってからの原油価格の反発や下げて始まっていた英 FTや独 DAXなどがプラ

ス圏にまで上昇していたことなどがドルの買い戻しに繋がっていたようだ。

１月６日以来遠ざかってしまった１１９円台も手が届きそうな水準になって

いるが、さすがに実際に１１９円超えを試すのは FOMC や日銀会合の結果を見

てからになりそうだ。 
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